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1．はじめに
　近年、抑うつや自殺など心の問題の増加が社
会問題となっている。中でも大学生年代は青年
期特有の不安定さを有し、様々な心理的問題の
発生しやすい時期である。全国大学保健管理協
会（2008）によると、大学生のうつ病診断の割
合は 10年前に比べ 1.8倍と報告されている。
　特に大学生固有の問題として、大学入学に伴
い、新しい環境、単身生活の開始等、これまで
の生活を大きく変化させる出来事に直面するこ
とが挙げられる。そのため、不安や気分の落ち
込みなどメンタルヘルスの変化を経験する時期
である考えられる。また中川ら（2006）によれ
ば、入学時のメンタルヘルスの状態とその後の
心理的問題の発生や学業遂行との関連が示され
ている。このように、入学直後の大学一年生の
メンタルヘルスに関心が寄せられており、その
支援が必要とされていることがわかる。
　一方、メンタルヘルスを改善または維持する
ための手段として、身体活動や運動に注目が集
まっている（荒井ら，2005）。中でも、キャン
プ等の自然体験活動がメンタルヘルスに一定の
成果をあげることが報告されている（西田ら，
2003）。実際に、中一ギャップに対応した野外
教育活動や、大学の初年次教育としてのキャン
プ活動など、仲間づくりや挑戦体験等の自然体

験活動が持つ教育効果を生かした実践が行われ
はじめている。
　特にイニシアティブゲーム（以下 IG）やプ
ロジェクトアドベンチャー（以下 PA）などの
手法は、山や海といった自然のフィールドに出
かけることなく行える活動であることから、野
外教育に限らず学校教育の場にも多く導入され
ている（徳山・田辺，2004）。これらのことか
ら、大学における正課の授業の中に IGなどの
手法を取り入れることは、大学生の適応やメン
タルヘルスの問題等への支援としても有用なも
のと考えられる。そこで本研究では、筑波大学
の教養教育の一つである共通科目体育（以下、
共通体育）の「野外運動」の授業を事例として、
IG体験が大学一年生のメンタルヘルスに及ぼ
す影響を明らかにし、その要因を検討すること
を目的とする。

2．方　法
2.1.　授業の概要
　野外運動の授業では、年間を通して 8～ 10
人のグループで活動する。1学期はチャレンジ
アクティビティという IGを用いた内容で、仲
間作りや課題解決のゲームを行い、活動のふり
かえりを通して自己や他者への気づきを促して
いる。1学期の内、IGを用いた授業は全 4回
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行われた。

2.2.　IG 体験前後のメンタルヘルスの変化
2.2.1.　調査対象
　筑波大学において平成 21年度共通体育を履
修した大学一年生の内、「野外運動」受講生 2
クラス 72名を実験群、その他の 3種目（以下「他
種目」）の受講生 5クラス 168名を統制群とし、
計 240名（男性 114名，女性 126名）を調査対
象とした。なお、統制群の種目を選択する際に
は、種目特性に偏りが出ないよう考慮した。
　対象者の詳細を表 1に示す。
2.2.2.　調査・分析方法
　UPI（大学精神健康調査）は、大学生のメン
タルヘルスを測定する質問紙法による心理テス
トで、現在多くの大学において用いられている。
質問項目は 60項目からなり、内容は、精神身
体的訴え 16項目、抑うつ傾向に関するもの 20
項目、対人面での不安に関するもの 10項目、
強迫傾向や被害・関係念慮に関するもの 10項
目、4項目はライ・スケールである。
　調査の手続きとして、実験群および統制群に
対し、UPIを 1学期初回授業時（4月下旬、以
下 pre）と 1学期最終授業時（6月下旬、以下
post）の計 2回実施した。統計処理として、群
間における UPI得点の変化を比較するために、
二要因分散分析を行った。分析には SPSSおよ
び JavaScript-STARを用いた。いずれの検定も
有意水準を 5％とした。

2.3.　事例検討
2.3.1.　調査対象
　「野外運動」を受講した大学一年生の内、筆
者が担当した 2グループ 16名（男性 6名、女
性 10名）を対象とした。

2.3.2.　調査・分析方法
　1学期の「野外運動」の授業において、筆者
が担当した 2グループの参与観察を行った。授
業場面における各グループの体験過程、個人の
言動、筆者の関わり等をフィールドノートに書
き記した。また対象者の内、UPIが高得点群に
属した 3名（男性 1名、女性 2名）についてイ
ンタビューを行い、授業で印象に残ったこと、
大学生活やメンタルヘルスに役だったこと等を
調査した。

3．結　果
3.1.　IG 体験前後のメンタルヘルスの変化
3.1.1.　「野外運動」－「他種目」のUPI の比
較

　野外運動と他種目の UPI得点の変化を比較
するために、群（野外運動－他種目）と調査時
期（pre-post）の二要因分散分析を行った。UPI
得点および 4つの訴え内容別の得点の平均、標
準偏差、分散分析の結果を表 2に示す。
　UPI得点について二要因分散分析を行った結
果、群と調査時期の主効果に有意傾向および有
意差が認められ（群：F（1,238）＝ 3.20，p＜ .10、
調査時期：F（1,238）＝ 5.98，p＜ .05）、交互作
用には有意差が認められなかった。
　同様に、4つの訴え内容についてそれぞれ二
要因分散分析を行った。その結果、「精神身体
的訴え」について有意差は認められなかった。
「抑うつ傾向」では、群の主効果に有意差が認
められ（F（1,238）＝ 4.44，p＜ .05）、「対人不安」
と「強迫傾向や被害・関係念慮」においては、
調査時期の主効果に有意差が認められたが（対
人不安：F（1,238）＝ 13.17，p＜ .01、強迫傾向
や被害・関係念慮：F（1,238）＝ 6.86，p＜ .01）、
いずれも交互作用には有意差が認められなかっ
た。
　このように、結果として野外運動と他種目の
両群に UPIの得点変化の差は認められなかっ
た。また野外運動受講生の方が他種目の受講生
よりも、メンタルヘルスが良好な状態にある傾
向が窺われ、特に「抑うつ傾向」が少ないこと
が明らかになった。さらに全体として、4月か
ら 6月の 1学期授業終了時までにメンタルヘル
スが有意に改善しており、特に「対人不安」と「強
迫傾向や被害・関係念慮」において改善するこ

表 1　対象者の詳細
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とが明らかになった。
3.1.2.　高得点群「野外運動」－「他種目」の

UPI の比較
　3.1.1.より野外運動と他種目に有意差が認め
られなかったため、Pre調査時での UPI得点の
平均を基準として、比較的メンタルヘルスの状
態の良くない高得点群（8点以上）とメンタル
ヘルスの良好な低得点群（7点以下）に群分け
を行った。そして、UPI高得点群における野外
運動と他種目の得点変化を比較するために、群

（野外運動̶他種目）と調査時期（pre-post）の
二要因分散分析を行った。UPI得点および 4つ
の訴え内容別の得点の平均、標準偏差、分散分
析の結果を表 3に示す。
　UPI得点について二要因分散分析を行った
結果、調査時期の主効果に有意差が認められ 
（F（1,97）＝ 19.47，p＜ .01）、交互作用に有意
傾向が認められた（F（1,97）＝ 3.03，p＜ .10）。
　同様に、4つの訴え内容についてそれぞれ二
要因分散分析を行った。その結果、「精神身体

表 2　「野外運動」－「他種目」の UPIの比較

表 3　高得点群における「野外運動」－「他種目」の UPIの比較
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的訴え」について有意差は認められなかった。
「抑うつ傾向」では、群と調査時期の主効果に
有意傾向および有意差が認められ（群：F（1,97）
＝ 3.51，p＜ .10、調査時期：F（1,97）＝ 9.15，
p＜ .01）、交互作用には有意差が認められなかっ
た。「対人不安」では、調査時期の主効果およ
び交互作用に有意差が認められた（調査時期：
F（1,97）＝ 25.84，p＜ .01、交互作用：F（1,97）
＝ 4.22，p＜ .05）。「強迫傾向や被害・関係念慮」
においては、調査時期の主効果に有意差が認め
られ（F（1,97）＝ 10.43，p＜ .01）、交互作用に
は有意差が認められなかった。
　これらのことから、UPI高得点群においては、
野外運動受講生の方が他種目の学生よりもメン
タルヘルスが有意に改善する傾向があることが
明らかになった。特に「対人不安」においては、
野外運動受講生の方が有意にメンタルヘルスが
改善していた。つまり、IG体験が比較的メン
タルヘルスの状態の良くない群のメンタルヘル
スの改善、特に「対人不安」の改善に肯定的な
影響を及ぼしたと考えられる。また、野外運動
受講生の方が他種目の受講生より「抑うつ傾向」
が少ないことが窺われた。

3.2.　事例の検討
　ここでは、筆者がチャレンジアクティビティ
の授業で担当した 2グループ 16名の内、共通
体育「野外運動」における IG体験がメンタル
ヘルスに肯定的な影響を及ぼしたと思われる
代表的な 2事例（事例 A,事例 B）を検討した。
紙面の都合上事例の詳細については省略する。

4．考　察
4.1.　IG 体験がメンタルヘルスに及ぼす影響
の特徴

　まず、UPI得点の変化から IG体験がメンタ
ルヘルスに及ぼす影響の特徴を考察する。
　UPIの結果については多くの大学で報告され
ており、大学の種類や学科などによってばらつ
きはあるものの、9点台から 16点台であるこ
とが指摘されている（中井ら，2007）。これら
と比較すると、本研究の対象者全体の平均は
8.71点と比較的低い値である。中でも野外運動
受講生は、他種目の受講生より UPI得点が低
い傾向があり、特に「抑うつ傾向」が低いこと

が明らかになった。このことから、野外運動受
講生は全体として精神的健康度が高い傾向に
あったことが推察される。
　一方、UPI得点が一定以上（8点以上）とい
うメンタルヘルスの状態が比較的良くない群に
おいては、野外運動受講生の方が他種目よりも
メンタルヘルスが改善する傾向にあることが明
らかになった。特に「対人不安」においては、
野外運動受講生の方が有意に改善していた。こ
のことは、大学生活におけるメンタルヘルスの
改善あるいは予防的観点から、野外運動におけ
る IG体験が肯定的な影響を及ぼすことを示唆
しているのではないだろうか。特に、「対人不
安」で野外運動受講生の方が顕著に改善してい
た。この変化には、野外運動における IG体験
がグループ活動であるということが影響してい
たと考えられる。一人では解決できない課題に
グループで取り組むことによって、学生相互の
コミュニケーションや信頼が生まれ、また活動
のふりかえりを行うことで、個々の体験の共有
化につながったと推察される。

4.2.　メンタルヘルスに影響を及ぼす要因の検
討

　各事例の IG体験の過程をふりかえってみる
と、事例 Aでは、これまでの自分、ここでの
自分を再認識し、新しい自己形成を模索してい
たと思われる。また事例 Bは、自分の弱さに
向き合い、その弱さを抱えながらも他者から受
け入れられるという体験をしていた。このよう
な体験は、彼らの感情を大きく揺り動かすよう
な情緒的体験だと考えられる。平山（1998）は、
エンカウンターグループの中で、参加者が情緒
の相互交流をすることによって、個人の内的課
題がその場に再現され、それが心理的成長につ
ながることを指摘している。また徳山・田辺
（2004）は、PAプログラムの活動特性の第２段
階として、心身の安全を委ね委ねられること、
グループでの一体感が、信頼、責任感、他者受
容、等を形成することを示している。本研究の
事例においても、グループ活動の中で、責任感
や他者受容などを引き起こす個別の情緒的体験
が生じていたことがわかる。このような体験が、
個人のメンタルヘルスに影響を及ぼす重要な要
因であったと推察される。
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　次の要因として、グループ内における同世代
の友人関係の形成を指摘することができる。大
学生は、家族内の守られた関係性の中から独立
し社会的存在へと移行していく時期である。そ
のため、同世代の友人と関係を築くことの重要
性が指摘されている（水野，2004）。また平山
（1998）は、グループ内で言語的・非言語的・
意識的・無意識的コミュニケーションが相互に
展開することによって、フィードバックを与え
合う効果を引き起こし、それが個人に自己経験
を意識化する機会を提供すると述べている。本
研究の事例においても、活動やふりかえりを重
ねる中で、徐々にグループ内の関係が形成され、
深まっていった。このグループ内の友人関係は
決して表面的なものではなく、自己や他者の内
面にも一歩踏み込んだものであったと考えられ
る。野外運動における IG体験は、体育の授業
という限られた時間の中とはいえ、同世代の友
人と密に関わり合う貴重な機会となり、それが
個人の大学生活における友人関係やメンタルヘ
ルスにも肯定的な影響を及ぼす可能性があるも
のだと推察される。

まとめ
　本研究の目的は、共通体育「野外運動」にお
ける IG体験が大学一年生のメンタルヘルスに
及ぼす影響を明らかにし、その要因を検討する
ことであった。その結果、1）野外運動受講生
は他種目の受講生に比べて、精神的健康度が高
い傾向があること。2）授業前後を比較すると、
UPI高得点群においては、野外運動受講生の方
が他種目の受講生より有意に改善にする傾向が
あること。3）野外運動における IG体験が大
学一年生のメンタルヘルスに影響を及ぼす要因
として、情緒的体験と友人との関係性が重要で
あることが推察された。
　このように、野外運動における IG体験が大
学一年生のメンタルヘルスに肯定的な影響を及

ぼす可能性が示唆された。
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